















Philosophical Theories about 
“Placebo Effect without Representation”
―“Affordance”, “Embodied Experience”
 and “Performative Efficacy”―
SHIGENO Toyotaka
はじめに　表象なきプラセボ効果
　医療心理学者の K・マイスナ－ (Karin Meissner) は自律神経系のプラセボ効
果に着目して次のような報告をしている。例えば痛みとか鬱のような主観的に
経験されうる多くの「アウトカム (outcome 結果 )」に対しては、かなり多くの
プラセボ効果があることが知られている。それとは対照的に、主観的には自覚








る J・J トンプソン (Jennifer Jo Thompson) らは、いくつかの代表的な理論的説
明モデルに検討を加えていく中で、特に認知的表象（知）の介在が前提とされ
ている期待理論モデルでは説明がつかないプラセボ効果について、「身体化さ


































































































































ての意識的に接近可能な表象 (consciously accessible representation) の存在を前
提にしている」 (Meissner, 1809) 点にある。
　しかしながら、こうした「期待モデル」の難点は、「我々の研究参加者の場
合には、我々は人間が直接的には経験できない事実に直面しており、そして我々
は血圧の変化についての認知的表象 (cognitive representation) を通常は持っては

















意味反応 (embodied meaning response)」による説明モデルである (Frenkel, 65)。
（以下、本稿ではフレンケルによるこの説明を「アフォ－ダンスモデル」と呼
ぶことにする。）
　フレンケルは、現象学的哲学者の M メルロ = ポンティ (Maurice Merleau-
Ponty) の次のような観点に立脚する。すなわち、それは、「技巧的で非反省的
な行い (skillful, unreflective actions) を特徴づけている世界理解は、私の反省的
あるいは認知的行為 (reflective or cognitive acts) を特徴づけている世界（につい
ての）理解と同じではなく、またそこへと還元されることもできない」 (Frenkel, 








フレンケルの元々の狙いは、生態心理学者の J・J ギブソン (James Jerome 
Gibson) の「アフォ－ダンス (affordance 供給 )」理論を援用して、主に医療人
類学者の D・E モアマン (Daniel E Moerman) や哲学者でもある内科医の H ブロ













































この想定への批判は、この不徹底さに向けられていた。 (Frenkel, 66-70, 重野 , 




















とは対照的に、「一層倹約的な仕方で（in a more parsimonious way 論理的な飛
躍の解消へと向けて逐一考察することなしに）、すなわち血圧低下のような意




































論理的考察に耐えられないし、それに基づいたものでもない。」 (Varela, 204 












接知覚的かつ身体化された経験	direct sensory and embodied experience（潜在的



























観的な身体を当然のこととみなす意識的認知 (conscious cognition) のパラダイ



















省的』反応」 (Thompson, 130) への言及を可能にする。 こうした身体の側での
技巧的で非反省的反応は、身体への文化的に洗練された技巧にも関わっている。
　この点をトンプソンらは数秒しか記憶が保持されない患者、クライヴ・ウェ











応に言及して、「重要なことは、身体は知覚的あるいは触発的刺激 (sensory or 
affective stimuli) に直接的に反応することができ、プラセボ反応を引き起こす
ために、どのような意識的認知的意味 (consciously cognitive sense) での意味 






















化された諸側面を理解することへの洞察に役立つ。」 (Thompson, 131) このアプ
ロ－チの狙いは、「行為遂行的効果 (performative efficacy)」という J・L オース
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